[image: image1.emf]図-1　掲載論文数の推移
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[image: image2.emf]図-2　各項目の変遷
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　RILEM小委員会では、RILEMが発行する学術誌『Materials and Structures』（以下、RILEM誌）に掲載された論文の動向を分析し、今後の日本における研究に活かそうとの試みを開始した。その活動の第一報として、『建築雑誌』7月号のRILEMニュースにおいては、「日本コンクリート工学協会（JCI）年次論文集」（以下、JCI論文集）を対象としたキーワードの検索を行い、日本における研究の動向について報告した。この結果を踏まえ、今回は1978年から2003年までにRILEM誌に掲載された論文題目から、コンクリート材料に関する項目についてキーワードで整理を行った。
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RILEM誌掲載論文数および検索方法

　RILEM誌で対象とされる建築材料は、コンクリート材料、鋼材、アスファルト、木材、ブロック、および各種仕上げ材などであり、1978年の創刊から2003年までに掲載された論文数は、学術論文、各種委員会報告や国際会議の報告などを含めて、合計約1,600編である。創刊当初は、年間30編程度であったが、ここ数年は年間100編前後で推移している（→図1）。このうち、コンクリート材料に関する論文題目は、半数以上を占めている。

これらの論文題目について、前報のJCI論文集検索とほぼ同様として、材料、耐久性、構造物安全性（耐震性能）、使用性、環境負荷低減、維持管理の6項目に分類し、さらに各項目を表に示すキーワードに分類した。なお、構造に関する項目およびキーワードは対象外とした。
[image: image4.emf]耐久性
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検索結果

　各項目の推移をまとめると図2のようになる。地震に対する構造安全性、および環境負荷低減に関する話題を除くと、各項目について、コンスタントに情報が提供されており、トピックスの急激な増減傾向は認められなかった。なお、環境負荷低減に関しては、とくに再生骨材の話題はたびたび取り上げられており、すでに1978年には、再生骨材に関する委員会報告が掲載されている。

次に、各項目において比較的論文数の多かったキーワードを整理すると図3のようになる。いずれも増加傾向にあるが、これは全論文数の増加（→図1）に対応したものと考えられる。

材料に関しては、各種繊維補強コンクリート（セメント）に関する話題が目立った。基礎的研究や構造物への適応に始まり、試験方法や劣化予測（モデリング）に至るまで、継続的に研究が続けられている。また、1990年代からは、高強度（高性能）コンクリートに関する論文が増加している。

耐久性に関しては、1990年代以降に論文数が増加しているが、話題の多くは試験方法や診断方法に関連するものであった。

　使用性および維持管理に関しては、継続的に話題が提供されており、最近ではモデリングや劣化予測に関する論文が比較的多く見られた。

研究が進むにつれ、話題は多様化および複雑化してきている。キーワード検索では拾いきれない項目についても、例えば、コンクリート中のイオンの移動や水分の移動に関する微視的モデルなど、コンクリート工学上重要なモデルもいくつか提案されている。RILEM誌に掲載された論文題目は、2005年6月現在、ホームページ（http://news-sv.aij.or.jp/zairyou/s3/）よりダウンロードできる。皆様も是非ともこれを活用し、RILEM誌を役立てていただきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永山 勝･吉田夏樹／日本建築総合試験所

[image: image5.emf]使用性および維持管理
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表１　各項目のキーワード

	項目
	キーワード

	材料
	繊維補強、軽量、再生、ポリマー、ALC、混和材（剤）、高強度、フェロセメント

	耐久性
	塩害、AAR、鉄筋腐食、化学的侵食、凍害、中性化、耐久性一般

	使用性
	ひび割れ、収縮・クリープ、疲労

	構造安全性
	地震、耐震、補強

	環境負荷低減
	再生、リサイクル、ライフサイクル

	維持管理
	非破壊、診断、電気化学、維持、補修、防食、劣化（寿命）予測






図-3　RILEM誌における主要キーワード数の推移






